
戦略目標１０．多様で大規模な情報から『知識』を生産・活用するための基盤技術の創出 

（平成２０年度設定） 

１．戦略目標名 

多様で大規模な情報から『知識』を生産・活用するための基盤技術の創出 

２．本戦略目標の具体的な内容 

近年、センシング技術やインターネット等のインフラの高度化等により、大規模な情報へ

のアクセスが容易になってきている。このような大規模情報の取得・蓄積はインターネッ

トによるサイバー世界だけでなく、実世界においても進展しており、これら大規模情報の

中から、学術、医療、金融、防災、サービス等に有用な情報を発掘・獲得することは、今

後益々重要な課題となってくる。政府の長期戦略指針「イノベーション２５」においても、

「知識社会・ネットワーク社会及びグローバル化の爆発的進展」が予測されており、有用

な情報を迅速かつ適切に得ることが我が国のあらゆる分野での国際競争力の強化に繋がる。 

本戦略目標では、学術、医療、金融、防災、サービス分野等の多様なニーズに応じて、当

該分野を高度化、効率化するための知的情報基盤の確立をめざし、様々な分野で生成・蓄

積された多様で大規模な情報から『知識』を生産・活用するための基盤技術を創出する。

なお、ここで言う『知識』とは、社会における人間の活動目的に応じて必要とされる有用

な情報のことであり、計算機を使用した情報処理技術等により創出される。多様な社会ニ

ーズに対応した知識を生産・活用するためには、多様で大規模な情報を目的に合わせて柔

軟に処理できる情報技術が求められる。これは、計算機の処理能力向上だけで得られる技

術ではなく、知識を必要とし活用する個人や組織等のニーズや特性にも配慮しうる新たな

技術を生み出すことによってはじめて得られるものである。 

そこで、継続的にイノベーションを生み出すことを可能とするため、本戦略目標におい

て、多様で大規模な情報から知識を生産・活用するための基盤技術の創出に取り組む。具

体的には、整理・構造化した、多様で大規模な情報の分析・解析により知識を創出する技

術について、応用分野における現実の課題を解決するための研究開発を、情報科学、統計

数理科学、人文・社会科学等を融合して行う。これにより、知識の創出のための情報処理

技術の研究開発とともに、個別の応用分野において知識の活用を可能とする技術の開発を

行い、学術、医療、金融、防災、サービス分野等における実問題の解決や、競争力強化に

繋がる新しい知見の発見を可能とする。 

３．政策上の位置付け 

①第 3期科学技術基本計画：分野別推進戦略 重要な研究課題「５．ヒューマンインターフ

ェイス及びコンテンツ領域」【課題５】情報の巨大集積化とその活用 

②戦略重点科学技術：世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術 

③長期戦略指針「イノベーション２５」：５章 「イノベーション立国」に向けた政策ロー

ドマップ ２）次世代投資の充実と強化 


